
小・中の接続  言葉に出会うために〈野原はうたう／声を届ける／書き留める／言葉を調べる／続けてみよう〉  

知らせたいことを話したり，聞いたりする
考えながら聞く

必要な情報を的確に聞き取り，
メモを取る（話聞ア，エ）
〔知・技〕情報を整理する
〈聞く  情報を的確に聞き取る〉

話の構成を考えて
魅力的なスピーチをする（話聞ア，イ）
〔知･技〕声の大きさや速さなど， 

話し方を意識して話す
〈話の構成を工夫しよう 好きなことをスピーチで紹介する〉

質問で話を引き出す（話聞エ）
〔知・技〕音声の働きや仕組みを意識して話す
〈聞き上手になろう 質問で話を引き出す〉

聞き手の反応に
注意しながら話す（話聞ウ）
〔知・技〕音声の働きや仕組みを理解する
〈一年間の学びを振り返ろう 要点をフリップにまとめ，発表する〉

 話の要点を捉え，
筋道が通っているかを検討する
（話聞ア，エ）
〔知・技〕意見や根拠について検討する
〈聞く  問いを立てながら聞く〉

話の構成や資料を工夫して
相手の心を動かす提案をする
（話聞イ，ウ）
〔知・技〕言葉には，相手の行動を促す 

働きがあることを知る
〈魅力的な提案をしよう 資料を示してプレゼンテーションをする〉

質問で思いや考えを引き出す（話聞エ）
〔知・技〕言葉には，相手の行動を促す 

働きがあることを意識する
〈聞き上手になろう 質問で思いや考えを引き出す〉

 内容や表現のしかたを 
評価しながら聞く（話聞ア，エ）
〔知・技〕情報の信頼性の確かめ方を理解して使う
〈聞く  評価しながら聞く〉

聞き手の心に訴える
スピーチをする（話聞ア，イ）
〔知・技〕根拠となる情報の信頼性を確かめる
〈説得力のある構成を考えよう スピーチで社会に思いを届ける〉

質問で相手の思いに迫る（話聞エ）
〔知・技〕相手や場に応じた適切な言葉遣いをする
〈聞き上手になろう 質問で相手の思いに迫る〉

場の状況によって言葉を選び，
考えをわかりやすく伝える（話聞ウ）
〔知・技〕相手や場に応じた言葉を適切に使う
〈三年間の歩みを振り返ろう 冊子にまとめて，発表会をする〉

大事なことを落とさずに，話したり聞いたりする
質問をして，相手の考えを引き出す
道案内のしかた　伝えたいことを決めて，発表する

話を聞いて，質問する
相手や目的を考え，理由を挙げて話す

聞きながらメモを取るときは
調べたことを発表する

「きくこと」で理解し合う
説得力のある提案をする

聞いて，考えを深める
資料を使って，自分の考えや思いを 
効果的に伝える

二つの立場から考える
立場の違いを明確にして，
計画的に話し合う

いろいろな考え方を聞いて， 
自分の考えにいかす
目的や条件に応じて，計画的に話し合う

調べたことを正確に伝える
グラフや表を用いて書く
説得力のある意見文を書く
相手や目的に合わせて書く

提案する文章を書く
伝えたいことに合わせた構成を考える

考えたことや感じたことを伝える

表現を工夫する

言葉を選んで，短歌を作る
伝えたい思いを明確にして書く

詳しく書く　順序に気をつけて書く
書いたものを読み合う　分かりやすく書く

伝えたいことを明確にして
説明する（書ア）
〔知･技〕集めた情報を，比較・分類して整理する
〈情報を整理して書こう わかりやすく説明する〉

情報を適切に引用する（書ア）
〔知･技〕引用や出典について理解して用いる
〈情報を引用しよう〉

根拠を明確にして
自分の考えを伝える（書イ，ウ）
〔知･技〕本や資料から文章や図表を引用する
〈根拠を示して説明しよう　資料を引用してレポートを書く〉

故事成語を使って体験文を書く（書イ）
〔知・技〕古典の世界に親しむ
〈今に生きる言葉・「学習」〉

根拠を明確にして，
意見をまとめる（書ウ）
〔知･技〕意見と根拠の関係を意識する
〔知･技〕要約や引用を適切にする
〈「不便」の価値を見つめ直す・「学習」〉

助言を基に文章をよりよくする（書オ）
〔知･技〕書評を書き，交流することを通して， 

自分の考えや読書の幅を広げる
〈助言を自分の文章に生かそう　作品の書評を書く〉

集めた情報からテーマを決める（書ア）
〔知･技〕情報の整理のしかたについて理解する
〈一年間の学びを振り返ろう　要点をフリップにまとめ，発表する〉

多様な情報を集め，
考えをまとめる（書ア）
〔知･技〕多様な方法で，さまざまな情報を収集する  
〈多様な方法で情報を集めよう 職業ガイドを作る〉

目的や意図に応じて，
多様な方法で情報を集める（書ア）
〔知･技〕情報と情報との関係のさまざまな 

表し方を理解して使う
〈情報社会を生きる  メディアの特徴を生かして情報を集めよう〉

適切な根拠を選び，構成などを
工夫して明確な意見文を書く（書ウ）
〔知･技〕自分の意見を支えるためのより適切な

根拠の在り方について考える
〈根拠の適切さを考えて書こう 意見文を書く〉

人物の特徴を捉えて論じる（書イ）
〔知･技〕古典に表れたものの見方や考え方を知る
〈仁和寺にある法師・「学習」〉

作品の魅力を効果的に伝える（書ウ，オ）
〔知･技〕語感を磨き，作品の魅力を語る 

語彙を豊かにする
〈魅力を効果的に伝えよう 鑑賞文を書く〉

作品の魅力をまとめ，語り合う（書ウ）
〔知･技〕抽象的な概念を表す語句が， 

作品に与える印象を考える
〈走れメロス・「学習」〉

考えをわかりやすく伝える（書イ，エ）
〔知･技〕文章の構成や展開について理解する
〈国語の学びを振り返ろう　テーマを決めて話し合い，壁新聞を作る〉

説得力のある批評文を書く（書イ，ウ）
〔知･技〕具体的な題材を基に，その価値などに

ついて評価する
〈多角的に分析して書こう 説得力のある批評文を書く〉

小論文で自分の考えを書く（書オ）
〔知･技〕具体的な情報に基づいて， 

自分の考えをまとめる
〈情報を読み取って文章を書こう グラフを基に小論文を書く〉

観察したことを書く　
組み立てを考えて書く
順序が分かるように書く

組み立てを考えて，報告する文章を書く
例を挙げて書く
感想を伝え合う

事実を分かりやすく伝える
理由や例を挙げて考えを伝える
文章の感想を伝え合う

二人で話し合う

話し合いの展開を捉える（話聞オ）
〔知・技〕意見と根拠の関係を理解する
〈 話し合い  話し合いの展開を捉える 〉

話題や展開を捉えて
話し合う（話聞オ）
〔知・技〕意見と根拠を明確にして話し合う

〈話題や展開を捉えて話し合おう グループ・ディスカッションをする〉

異なる立場や考えを
尊重しながら考える（話聞オ）
〔知・技〕意見や根拠について検討する
〈討論  異なる立場から考える〉

異なる立場の人と話し合う（話聞ア，オ）
〔知･技〕立場を明確にして，適切な根拠とともに 

意見を述べる
〈立場を尊重して話し合おう 討論で多角的に検討する〉

互いの立場や考えを尊重し， 
考えをまとめる（話聞オ）
〔知･技〕情報と情報との関係のさまざまな 

表し方を理解して使う
〈国語の学びを振り返ろう テーマを決めて話し合い，壁新聞を作る〉

論点を整理し， 
展開を捉えて話し合う（話聞オ）
〔知・技〕具体化・抽象化の方法を理解して使う
〈議論  話し合いを効果的に進める〉

話し合って合意を形成する（話聞オ）
〔知・技〕複数の情報や発言を結び付けて考える
〈合意形成に向けて話し合おう 課題解決のために会議を開く〉

考えを出し合い，話し合う

話し合い方を決める
役割に応じて話し合う

自分とは違う立場になって考える
役割を意識しながら話し合う

手紙を書くとき

情報を整理し
わかりやすい案内文を書く（書ア）
〔知･技〕事柄・目的・相手に応じた， 

情報の整理のしかたを理解する
〈項目を立てて書こう　案内文を書く〉

読み手の立場に立って
推敲する（書エ）
〔知･技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〈推敲  読み手の立場に立つ〉

通信文（手紙･電子メール）を 
書く（書ウ）
〔知･技〕敬語の働きを理解し，適切に使う
〈表現を工夫して書こう 手紙や電子メールを書く〉

表現の効果に着目して
推敲する（書エ）
〔知･技〕敬語の働きを理解し，適切に使う
〈推敲  表現の効果を考える〉

文章の種類を選び，
構成を工夫して
魅力的な紙面を編集する（書ア，イ） 
〔知･技〕文章の種類とその特徴について 

理解を深める
〈文章の種類を選んで書こう 修学旅行記を編集する〉

報道文を比較して読む（書ア）
〔知･技〕情報の信頼性の確かめ方を理解する
〈情報社会を生きる 報道文を比較して読もう〉

論理の展開に着目し，
文章を整える（書エ）
〔知･技〕情報と情報との関係について 

理解を深める
〈推敲  論理の展開を整える〉

古典の言葉を引用し， 
メッセージを贈る（書イ）
〔知･技〕歴史的背景などに注意して古典を読む
〔知･技〕古典の一節を引用して使う
〈夏草・「学習」〉

文章の構成を工夫する（書イ）
〔知・技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〈三年間の歩みを振り返ろう 冊子にまとめて，発表会をする〉

日記に書くこと
読む人に分かりやすい文章を書く

案内の手紙を書く

手紙で気持ちを伝える

詩を作る（書ウ）
〔知･技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〔知･技〕比喩，反復，倒置，体言止めなどの 

表現の技法を理解し使うこと 
〈詩の世界・「学習」〉

別の人物の視点から
文章を書き換える（書イ）
〔知･技〕文章の中での語句の意味に注意して 

読み，語彙を豊かにする
〈少年の日の思い出・「学習」〉

構成や描写を考えて，
印象に残る随筆を書く（書イ，ウ）
〔知･技〕情景や心情を適切に表す語句を選ぶ
〈構成や描写を工夫して書こう　体験を基に随筆を書く〉

自分流「枕草子」を書く（書ア）
〔知･技〕作者のものの見方や考え方を知る
〈枕草子・「学習」〉

短歌を作る（書ウ）
〔知･技〕多様な語句に着目し，語感を磨く
〈短歌に親しむ・「学習」〉

構成を工夫して物語を書く（書イ，オ）
〔知･技〕文章の構成や展開について理解を深める
〈構成や展開を工夫して書こう　「ある日の自分」の物語を書く〉

俳句を作って楽しむ（書イ，ウ）
〔知･技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〔知･技〕俳句の特徴について理解を深める
〈俳句の可能性・「学習」〉

お話を書くとき
詩に書くことを見つける

物語の組み立てを考えて書く

読み返して，書いたものを整える

作者
題名
訳者

［話すこと・聞くこと／
 書くこと］
アクセント　宛名　案内文
イントネーション　記録
グループ・ディスカッション
結語　原稿用紙
時候の挨拶　絞る質問
書評　スピーチ　
スピーチメモ　説明
手紙　統計資料　頭語
広げる質問　封筒　
フリップ　プロミネンス
マッピング　メモ　
レポート

［読むこと］
仮説　語り手　キーワード
結論　検証　情景描写
序論　随筆　
中心となる文　描写　本論

［情報／読書］
意見　インターネット　
円グラフ　帯グラフ　
折れ線グラフ　結果　
原因　根拠　歳時記　
司書　蔵書検索システム
著作権　読書感想文
図書リスト　年鑑
比較　分類　棒グラフ
ポップ　目次　目録　
レファレンスコーナー

［話すこと・聞くこと／
 書くこと］
宛先　後付け　意見文　
インタビュー　
ガイドブック　鑑賞文
起承転結　結語　件名
主文　署名　前文　
双括型　通信文
電子メール　頭括型　
討論　はがき　尾括型　
ファクシミリ　
プレゼンテーション
本文　末文　物語

［読むこと］
解説　人物像　
人物相関図　
図表　設定　短歌
段落の役割　表現の効果
評論　伏線　文章の構成
論理　論理の展開

［情報／読書］
SNS　具体　根拠の吟味
抽象　抽象化
読書ポスター　比較
フェイクニュース
本の紹介合戦　翻訳
メディア

［話すこと・聞くこと／
 書くこと］
アンソロジー　会議　
小論文　対談　
ディベート
パネルディスカッション
批評文　評価　
ブレーンストーミング　
編集　編集会議
ワールド・カフェ

［読むこと］
韻文　回想　季語　
切れ字　結論　散文
自由律俳句　俳句
批評　無季俳句　
有季定型　論説　

［情報／読書］
具体化　写真　読書会
ブックトーク　報道文　
リード文

登場人物（人物）　メモ　
あらすじ　組み立て　
質問　筆者　話題　
出来事

場面　段落　問い　引用
句読点　索引　連　司会
キャッチコピー　会話文・
地の文　奥付　語り手

心情
人物像
日本十進分類法
要旨　構成
事例　主張
根拠　山場

箇条書き　要点　対比　
設定　要約　情景　取材
見出し　割り付け　議題
アンケート調査　出典

視点
著作権
推敲
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△相互交流にはなった
が，直接会えるもの
に比べると，まだ効
果が小さい。

一
方
的
で
は
な
く
、

相
互
交
流
に
。

C’ 

文
通
す
る

実
現
性
（
低
）

実
現
性
（
高
）

【討論のメモの例】

賛成 反対

　
図
書
館
の
こ
と
を
知
ら
な
い

友
達
に
伝
え
る
場
合
、
ど
う
い

う
情
報
が
必
要
だ
ろ
う
。

ふんすい

 論説の特性を踏まえて読み，
文章の構成や論理の展開を
評価する（読ア，ウ）
〔知・技〕文章における

具体と抽象の関係を捉える
〈作られた「物語」を超えて〉 

文章を批判的に読み，
これからの社会の在り方について
自分の意見をもつ（読イ ,エ）
〔知・技〕情報の信頼性を確かめながら読む
〈人工知能との未来／人間と人工知能と創造性〉 

筆者のものの見方や考え方を捉え，
社会や人間について
自分の意見をもつ（読エ）
〔知・技〕抽象的な概念を表す語句の

文脈上の意味に注意しながら読む
〈誰かの代わりに〉 

情報整理の方法

比較・分類
〈情報整理のレッスン〉
〈聞く  情報を的確に聞き取る〉
〈情報を整理して書こう〉
〈ダイコンは大きな根？〉
〈項目を立てて書こう〉
〈「不便」の価値を見つめ直す〉
〈一年間の学びを振り返ろう〉

情報の読み方・使い方

情報を集める
情報を読み取る
情報を引用する
〈情報社会を生きる〉
〈根拠を示して説明しよう〉

意見と根拠
〈思考のレッスン1 〉
〈ちょっと立ち止まって〉
〈「言葉」をもつ鳥，

 シジュウカラ〉
〈 話し合い  話し合いの

 展開を捉える〉
〈話題や展開を捉えて

 話し合おう〉
〈根拠を明確にして，

 意見をまとめよう〉
 （ 「不便」の価値を見つめ直す・

「学習」）

この表の見方
● 〔思考力，判断力，表現力等〕に示された3領域，および〔知識及び技能〕の各事項について，小・中9年間の構造と系統を示しました。
● 小学校は「たいせつ」，中学校は「目標」または「学習の窓」の記述を基に，主な学習内容を示しました。学習内容を見出しとして立て，教材名を〈　〉内に示しました。
● 〔思考力，判断力，表現力等〕の学習には，3領域および〔知識及び技能〕の指導事項を配当しました。各領域の指導事項を（　）内に，〔知識及び技能〕の目標を〔知・技〕に示しています。
● 表中のマークは次の領域・事項を表します。前に付く場合は教材の領域を，後に付く場合には関連する領域を示しています。  話すこと・聞くこと　  書くこと　  読むこと　  情報の扱い方
● 特に学習の中で押さえておきたい言葉を，「学習用語」として取り立てました。教科書の巻末には，当該学年で学習する用語をまとめた「学習のための用語一覧」を示しています。併せてご参照ください。

令和3年度版 中学校「国語」・令和2年度版 小学校「国語」

光村の「国語」構造と系統 ――小・中9年間を見通して――

小学校

中学校

小

1

中

1

中

2

中

3

低
学
年

中
学
年

高
学
年

小

2
小

3
小

4
小

5

小

6

話すこと・聞くこと 書くこと 
話すこと／聞くこと 文学的な文章話し合うこと 説明的な文章 実用的な文章

学習用語

場面の展開に着目する（読イ）
〔知・技〕心情や行動を表す語句に注意して読む
〈シンシュン〉

表現の効果を考える（読エ）
〔知・技〕詩の言葉を読み味わい，語感をみがく
〈詩の世界〉 

描写に着目する（読イ）
〔知・技〕関連する本などを読み，自分の考えを広げる
〈大人になれなかった弟たちに……〉

場面や描写を結び付けて読む（読ウ）
〔知・技〕比喩の表現について理解して，内容を想像する 
〈星の花が降るころに〉 

表現の効果などについて考える（読エ）
〔知・技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〈大阿蘇〉 

場面の展開や表現の効果，語り手に着目する（読エ，オ）
〔知・技〕文章の中での語句の意味に注意して読み，語彙を豊かにする
〈少年の日の思い出〉

場面の展開や描写を基に，筆者の思いを捉える（読ウ）
〔知・技〕事物や情感を表す語句や表現に着目して読み，語感を磨く
〈随筆二編〉

表現を読み味わい，作者の思いについて考える（読オ）
〔知・技〕表現技法の種類と効果を理解して，詩を読む
〈さくらの　はなびら〉 

登場人物の設定を捉える（読ア）
〔知・技〕登場人物 の心情や考え方が表れた語句に注意して読む
〈アイスプラネット〉

知識や経験と結び付けて読み深める（読エ，オ）
〔知・技〕情景などを表す多様な語句に着目し，語感を磨く
〈短歌に親しむ・短歌を味わう〉

知識や経験と結び付けて考えたことを伝え合う（読オ）
〔知・技〕本や文章には，さまざまな考え方が書かれていることを知る 
〈言葉の力〉 

登場人物の言動の意味を考える（読イ）
〔知・技〕登場人物の言動や情景を表す語句に着目し，作品に与える印象を考える
〈盆土産〉 

文章の構成や表現の効果を考える（読エ）
〔知・技〕随筆の味わい方を知り，日常の読書に生かす 
〈字のない葉書〉 

表現の効果などについて考える（読エ） 
〔知・技〕語感を磨き，語彙を豊かにする
〈月夜の浜辺〉

人物像や表現の効果などに着目して，
作品の魅力を考える（読イ，オ）
〔知・技〕抽象的な概念を表す語句が，作品に与える印象を考える 
〈走れメロス〉 

作者のものの見方を捉え，自分の考えを広げる（読オ）
〔知・技〕抽象的な概念を表す言葉などに着目する 
〈木〉 

作品の展開を踏まえて人物像を捉え，
その生き方について考えを深める（読ア，イ）
〔知・技〕登場人物の言動を表す語句に着目し，その意味を考える
〈握手〉 

内容や表現に着目し，俳句を評価しながら読み深める（読ウ）
〔知・技〕俳句の特徴について理解を深める
〈俳句の可能性・俳句を味わう〉 

表現の効果を評価し，
現代社会の状況と重ね合わせて考えを深める（読ウ，エ）
〔知・技〕比喩や象徴的な表現に着目し，文脈の中での意味を考える
〈挨拶̶原爆の写真によせて〉
 

小説を批判的に読み，社会や人間について考える（読イ，エ）
〔知・技〕人の生き方や社会との関わり方を考えるうえでの，読書の意義を理解する
〈故郷〉 

表現のしかたについて評価する（読ウ）
〔知・技〕語感を磨き，語彙を豊かにする 
〈初恋〉

国際社会における人と人との関係について考える（読エ）
〔知・技〕人の生き方や社会との関わり方を考えるうえでの，読書の意義を理解する
〈温かいスープ〉 

言葉や表現から作品のもつメッセージを捉え，
自分の可能性について考える（読エ）
〔知・技〕語感を磨き，語彙を豊かにする 
〈わたしを束ねないで〉 

段落の役割に着目して，文章の内容を捉える（読ア）
〔知・技〕本文中で比較がどのように使われているかを確かめる
〈ダイコンは大きな根？〉 

段落のまとまりに着目し，文章の要旨を捉える（読ア）
〔知・技〕筆者の主張と事例との関係を理解する  
〈ちょっと立ち止まって〉

文章全体における各段落の役割をおさえ，
文章の内容を正確に捉える（読ア）
〔知・技〕比喩について理解し，言葉についての考えを深める
〈比喩で広がる言葉の世界〉 

文章の構成や展開の効果について，
根拠を明確にして考える（読エ）
〔知・技〕筆者の意見とそれを支える根拠との

関係を理解する
〈「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ〉

筆者の主張を要約し，
それに対する自分の
考えをもつ（読ウ，オ）
〔知・技〕必要な情報を取り出し，

結び付けて要約する
〈「不便」の価値を見つめ直す〉

文章全体と部分の関係や，
文章と図表の関係に注意して読む（読ア，ウ）
〔知・技〕文章の構成や展開について,理解を深める
〈クマゼミ増加の原因を探る〉

自分の知識や考えと比べながら，
文章の構成や論理の展開を吟味する（読エ，オ）
〔知・技〕意見を裏づけるための，

適切な根拠のあり方について 
理解する

〈モアイは語る―地球の未来〉 

観点を明確にして文章を
比較し，その分析を基に
構成や表現の効果を考える
（読イ，エ）
〔知・技〕文章の構成における

具体と抽象の関係を理解する
〔知・技〕文章で使われている

比較の効果を理解する
〈君は「最後の晩餐」を知っているか／
「最後の晩餐」の新しさ〉 

【音読を楽しもう】 いろは歌 

古典の世界

蓬萊の玉の枝 ―「竹取物語」から
（冒頭／蓬萊の玉の枝／ふじの山）

今に生きる言葉 （矛盾）

【学習を広げる】
百人一首を味わう
【学習を広げる】
言葉としぐさの伝統芸能―古典落語
（古典落語：「時そば」）

季節のしおり 
（ 唱歌：「花」／詩：「桜」「山頂から」「雪」／
 短歌：岡本かの子／
 俳句：村上鬼城，正岡子規／ 
 俳諧：小林一茶／
 和歌：藤原顕輔／
 名文の一節：「山月記」「雪」／
 四季にまつわる言葉）

枕草子 
（冒頭・春夏秋冬／うつくしきもの／ 
月のいと明かきに）

源氏と平家
【音読を楽しもう】 平家物語 （冒頭） 
扇の的   ―「平家物語」から
（扇の的／弓流し） 

仁和寺にある法師 ―「徒然草」から
（冒頭／仁和寺にある法師） 

漢詩の風景
（ 春暁／絶句／黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之く
を送る／春望） 

【学習を広げる】
古典の世界を広げる 
（「平家物語」敦盛の最期／
「徒然草」家の作りやうは／友とするに悪き者） 

【学習を広げる】
古典芸能の世界 ― 能・狂言
（能：「屋島（八島）」／狂言：「末広がり」） 

季節のしおり 
（ 口承文学：春の七草／
 詩：「素朴な琴」／
 短歌：与謝野晶子，寺山修司， 

斎藤茂吉，木下利玄／
 俳句：内藤鳴雪，中村草田男， 

高浜虚子，与謝蕪村／
 俳諧：松尾芭蕉／
 四季の行事と暦）

学びて時に之を習ふ ―「論語」から
（  学びて時に……／故きを温めて……／ 
学びて思はざれば……／之を知る者は……） 

和歌の世界
【音読を楽しもう】 古今和歌集  仮名序 
君待つと ―万葉・古今・新古今 
（ 万葉：持統天皇，柿本人麻呂，額田王， 

山部赤人，山上憶良，東歌，防人歌，
大伴家持／

  古今：紀貫之，藤原敏行，小野小町／
  新古今：西行法師，藤原定家，式子内親王） 

夏草  ―  「おくのほそ道」から （冒頭／平泉）

古典名句・名言集
【学習を広げる】
古典芸能の世界 ― 歌舞伎・浄瑠璃 

【学習を広げる】
古典・近代文学の名作
（ 「伊勢物語」「土佐日記」「源氏物語」「更級日記」 
「方丈記」「日本永代蔵」「舞姫」「草枕」「真鶴」
「羅生門」「山椒魚」「伊豆の踊子」「斜陽」「潮騒」）

季節のしおり 

（ 詩：「三月」「星めぐりの歌」／
和歌：紀貫之，清原深養父，文屋朝康／
短歌：若山牧水／
俳句：高浜虚子，山口誓子，夏目漱石／
漢詩：蘇軾，李白／名文の一節：「雪国」／
気象にまつわる言葉）

言葉の単位
文の組み立て
単語の分類

指示する語句と
接続する語句
方言と共通語
さまざまな
表現技法 

言葉を集めよう
もっと「伝わる」表現を目ざして

自立語
用言の活用
付属語

類義語・対義語・
多義語 

敬語 

話し言葉と
書き言葉 

言葉を比べよう
もっと「伝わる」表現を目ざして 

文法を生かす
文法のまとめ

和語・漢語・外来語
慣用句・ことわざ・ 
故事成語 

言葉を選ぼう
もっと「伝わる」表現を目ざして

昔話・古典
古典の世界（一）　竹取物語／平家物語／ 
 徒然草／おくのほそ道
古典の世界（二）　論語／春暁
言葉・文化（古典芸能の世界（落語））
季節の言葉（気象）

昔話・古典（天地の文）
言葉・文化（古典芸能の世界（狂言／能／歌舞伎／
 人形浄瑠璃））
季節の言葉（二十四節気）

昔話・古典（おむすびころりん／わらしべちょうじゃ）
言葉・文化（つづけよう／たのしいな，ことばあそび
　　　　　 ことばを　たのしもう）

昔話・古典（いなばの白うさぎ／せかい一の話）
言葉・文化（ことばあそびをしよう／ことばを楽しもう）
季節の言葉（身近な動植物）

昔話・古典（俳句を楽しもう／短歌を楽しもう）
言葉・文化（ことわざ・故事成語）
季節の言葉（暮らし）

昔話・古典（短歌・俳句に親しもう）
言葉・文化（慣用句）
季節の言葉（地域行事・伝統行事）

我が国の言語文化

伝わる表現を選ぶ
和語・漢語・外来語
敬語
方言と共通語
複合語

文の組み立て
人を引きつける表現
話し言葉と書き言葉
言葉の変化

文を作る　はをへを使う
上位語・下位語　あいうえお
数と漢字　日付と曜日　
言葉を見つける

主語と述語
様子を表す言葉
うれしい言葉
類義語・対義語

接続する語句　
修飾語 
伝わる言葉で表す
国語事典の使い方

接続する語句
つながりに気をつける
多義語

文法・言葉・語彙

情報と情報との関係　原因と結果の関係
情報の読み方・使い方　統計資料を読む

情報と情報との関係　主張と事例の関係
情報の読み方・使い方　調べた情報を用いる

情報と情報との関係　順序を捉える
情報の読み方・使い方　本で調べる

情報と情報との関係　全体と中心の関係
情報の読み方・使い方　科学読み物で調べる

情報と情報との関係　考えと例の関係
情報の読み方・使い方　百科事典で調べる

情報の扱い方 
情報と情報との関係 情報の整理

情報の収集・整理　
メモを取る

情報の収集・整理　
引用する

情報の収集・整理　
要約する

情報の収集・整理　
目的に応じて引用する

情報の収集・整理　
情報と情報をつなげて伝える

情報整理の方法

思考の視覚化
〈情報整理のレッスン〉
〈多様な方法で情報を集めよう〉

比較・分類
〈「最後の晩餐」の新しさ〉

情報の読み方・使い方

メディアを比べる
メディアの特徴を
生かして情報を集める
〈情報社会を生きる〉

情報整理の方法

情報の信頼性
〈情報整理のレッスン〉
〈聞く  評価しながら聞く〉
〈説得力のある構成を考えよう〉
〈人工知能との未来〉
〈人間と人工知能と創造性〉

情報の読み方・使い方

実用的な文章を読む
報道文を比較して読む
〈情報社会を生きる〉

原因と結果
〈思考のレッスン2〉

具体と抽象
〈思考のレッスン1〉
〈君は「最後の晩餐」を

 知っているか〉

意見と根拠
〈推敲  論理の展開を
整える〉

【読書生活を豊かに】本の中の中学生 　あと少し，もう少し／西の魔女が死んだ／ブラインドの向こうに見える光

【読書に親しむ】考える人になろう 　君たちはどう生きるか／たのしい制約読書

【読書生活を豊かに】翻訳作品を読み比べよう　星の王子さま 

【読書に親しむ】研究の現場にようこそ　日本に野生のゾウやサイがいた頃／クモの糸でバイオリン読書

【読書生活を豊かに】「私の一冊」を探しにいこう　羊と鋼の森 
【読書に親しむ】本は世界への扉　エルサルバドルの少女 ヘスース／紛争地の看護師 

読書

お話を読む　思い浮かべながら読む　好きなところを探して読む 
読んで感じたことを話す

お話を確かめる　あらすじをまとめる　
人物がしたことや様子を思い浮かべる
人物と自分を比べて読む　読んで，感じたことを伝え合う

場面の様子や，登場人物の気持ちを想像する　
登場人物の変化に気をつけて読む
物語に対する感想をもつ　組み立てを捉える　登場人物の性格を捉える

場面と場面のつながりを考える　特別な言葉に着目する
話し合って，考えを深める　登場人物の変化と，出来事の関係を捉える　
感じ方の違いを楽しむ

登場人物どうしの関わりを読む
物語の全体像から考えたことを伝え合う
伝記を読む
優れた表現に着目する

視点の違いに着目して，人物像を捉える
作品の世界を捉える
物語の読みを広げる

要旨を捉える
新聞の読み方
文章以外の資料を効果的に用いる
自分の考えを明確にし，伝え合う

筆者の主張と，それを支える事例を捉える
利用案内の読み方
筆者の考えと表現の工夫を捉える
複数の文章を読んで考えたことを交流する

「問い」と「答え」を捉えて読む　読んで確かめる　
順序に気をつけて読む　比べて読む

説明する文章を読む　読んで，考えをもつ
説明のしかたに気をつけて読む　
大事な言葉や文を見つける

段落とその中心を捉える　ポスターの読み方　
話題と，例の書かれ方を捉える　
説明する文章を読んで，感想を伝え合う

筆者の考えを捉える　パンフレットの読み方　要約する
感じ方の違いに気づき，よさを見つける

読むこと 
文学的な文章 説明的な文章

昔話を選んで読む

本を紹介する

図鑑や科学読み物を読む

事実に基づいて書かれた本を読む

作家に着目して読み広げる

自分と本との関わりについて考える

読書

読書

読書

読書

読書

読書

意見と根拠をつなぐ考え

根 拠

意 見

整える〉
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言葉を集めよう
もっと「伝わる」表現を目ざして
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意見 事実 【 

事
実
に
基
づ
く
論
の
展
開 

】 

根拠の吟味
〈思考のレッスン2〉
〈聞く  問いを立てながら

 聞く〉
〈モアイは語る〉
〈根拠の適切さを考えて

 書こう〉
〈討論  異なる立場から

 考える〉
〈立場を尊重して

 話し合おう〉

具体化・抽象化
〈思考のレッスン〉
〈作られた「物語」を超えて〉
〈多角的に分析して書こう〉
〈議論  話し合いを効果的

 に進める〉
〈合意形成に向けて

 話し合おう〉
〈情報を読み取って

 文章を書こう〉

抽象

具体具体 具体

抽象

具体具体 具体

中学生が抱く夢

抽象

ものづくりに
携
たずさ

わりたい。
人の役に立つ
仕事がしたい。

料理人 大工消防士看護師

具体

相違点

共通点

BA

Aだけの
特徴

Bだけの
特徴

）

根拠

答
え

問
い

根
拠

・ 

答
え
（
筆
者
の
意
見
）を

裏
づ
け
る
根
拠
と
な
っ

て
い
る
か
。

・ 

根
拠
（
本
論
）
か
ら
無

理
な
く
意
見
（
主
張
）

が
導
か
れ
て
い
る
か
。

本論
意見

主
張

結論

【 

論
理
の
展
開
を
吟
味
す
る
観
点 

】

【 

論
理
の
展
開
を
評
価
す
る
観
点 

】

事
例

筆者の主張

事
例

事
例

抽
象
化

具
体
化

一般化・まとめ
意味・性質など
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